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２ 由利本荘市鳥海町における土砂崩れの発生について 

(１) 概 要 

平成２９年４月１９日午後６時１０分頃、由利本荘市鳥海町の旧笹子小学校

グラウンドの盛土部分が崩れ、北面に向かい土砂崩れが発生。 

ア 場 所 

由利本荘市鳥海町下笹子字中台４３番地の民家裏の斜面（盛土部分）。 

土砂崩れの規模は幅６０ｍ×高さ３５ｍ。 

イ 被 害 

人的被害 無し 

物的被害 家まで土砂が動き、民家が押されて窓ガラスが破損 

（道路閉鎖は無し） 

(２) 避難勧告発令等の状況 

 ア 避難勧告等 

・由利本荘市では１９日午後７時に周辺４４世帯に対し避難勧告を発令、うち 

９世帯は避難指示に切り替え。避難所として笹子公民館を指定。 

・午後７時３０分に市災害対策室（室長：副市長）を設置、以後防災活動継続｡ 

・なお、２０日午後４時に１世帯を除き避難勧告・避難指示を解除。 

 イ 住民の避難状況 

４月２０日午前７時の時点で１０世帯３１人が避難。うち、１７人は避難所

に、１４人は親戚宅に避難。 

      ※避難所は２０日午後４時４５分に閉鎖。 

 

【参考】由利本荘市撮影 

土砂崩れ災害現場全景 

（斜面上部より北向きに撮影）

家屋と土砂の接触部分撮影。

窓ガラスが圧力で破損 






